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1. 最近 のわが国 の経済 の発展は めざ まし く，食生 活

の面で も所得 の上昇，マスコ ミに よる栄養知 識の普及，

啓蒙 などに より向上し，国民 の平均的栄養状 態は順調 に

良く なってい る。し かし，経済的にも社会的 にも一般 の

水準からとり残されている僻地の 目常生活，特 に食生 活

は どの様な実態であるかを知 り都会の食生活 との相 違，

国民 の平均的栄養状 態との格差を見出し食生 活改 善のた

めの基礎調査 を実施し た。

2.　昭和42年７月，一級僻地に指定されてい る滋賀県

伊香郡杉野部落 の40世帯 を調査対象 とし食生 活状況 をア

ンケ ート方式に より調査し た。

3. 調査結果の概要はつ ぎの通 りで ある。各家庭 にお

け る調理担当者であ る主婦 が家族 の好 みと労働時間 に制

約 されている ために，調理方法は単純 なものが多 く， 使

用食品 の種類 も小範 囲に限定 されてい る。又食 品群 別の

摂取状況は植物性食 品に偏重し てお り， 肉類 は殆ど摂取

されていない。以 上 の事か らこの部落では食生 活の向上

に対 する関心はま だ低く， バランスを欠い た食生 活をし

ており，食 事は習慣的に空腹感 をみたすだけ のものにな

ってお り質的 な考慮 は全然 なされ てお らず， 早急に指導

改善をする必 要がある。


